
14-A1  

回転の運動方程式とモーメントを題意から求める 
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14-A2 

ヨーヨーにかかる力は重心に mg、糸とヨーヨーとの接触点で張力 T（未知）がかかる。 

このとき、併進の運動方程式はした向きを正とすると 
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一方で、回転の運動方程式は時計回りを正とすると 
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ヨーヨーは滑らないので、 
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（１）に、（２）、（３）を代入して T を消すと 
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一定加速度で高さ h 落ちるので、 
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14-A3 

円盤の持つエネルギーは 
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	よって、総計で運動エネルギーは 
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一方で運動エネルギーが 0 となる高さを h とするので、 
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14-B1 

摩擦力をFஜとし、併進の右向き正とし、半時計周りを正とする。 
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（３）に代入してまとめると 
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